
横須賀港 浅海域保全・再生研究会 

日時：平成25年(2013年) １月24日 (木) 
会場：横須賀市役所 消防局庁舎 ４Ｆ 
    災害対策本部室 

【第３回】 

横須賀市 港湾部 



横須賀市港湾部 

目  次 

2 

１．第２回研究会での主な意見とその対応・・・ 

 
２．各候補地の主な特性について ・・・・・・・ 
   
  ２-１ 各候補地の位置  ・・・・・・・・ 
  ２-２ 各候補地の社会特性 ・・・・・・・ 
  ２-３ 各候補地の環境特性 ・・・・・・・ 
  ２-４ 各候補地の自然特性 ・・・・・・・ 

 
３．候補地の絞り込みについて  ・・・・・・・ 
   
      ３-１ 絞り込みの観点について ・・・・・ 
  ３-２ 各候補地の評価について ・・・・・ 
  ３-３ 候補地の絞り込み結果 ・・・・・・ 
  ３-４ 今後の検討事項について ・・・・・ 
  ３-５ ご意見をいただきたい点 ・・・・・  

 

 ３ 
 
  

 ７ 
 
 
 
 
 

 
20 

 8 
 9 
18 
19 
 
 

 
21 
23 
25 
26 
27  



横須賀市港湾部 

１．第２回研究会での主な意見とその対応 

２．各候補地の主な特性について  

３．候補地の絞り込みについて  

3 



横須賀市港湾部 

１．第２回研究会での主な意見とその対応（１） 

4 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

１
．
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て 

１ 

海が再生してこそ有意義なこと
である。狭い地域でもいいので
試験的、パイロット的な取り組
みなど、事業に着手する時期を
早くできないか要望したい。         
         【堀口委員】 

試験的、パイロット的にハード面の整備を行うこ
とは、財政上、市単独で実施することは難しく、
国の補助制度を利用することになります。このた
め、当研究会において試験的な取り組みの内容に
ついても検討し、国土交通省だけでなく、他府省
庁の補助制度活用の可能性について、探っていき
たいと考えています。 
 
併せて、円滑かつスピーディに事業を実施してい
くため、検討会と並行して対象地域において懇話
会等を開催し住民の意識を高めるとともに、意見
聴取により住民参加型の計画としていきたいと考
えています。 

２ 

横須賀港は生き物が棲み家をつ
くる可能性が非常に高い場所で
あるので、具体的な取り組みを
実施していくことを再度要望し
たい。      【古川委員】 

２
．
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て 

３ 

利活用を考えるには、その背景
にある必要条件をきちんと押さ
え、整理する必要がある。 
         【古川委員】 

利活用の検討については、「環境学習を行うには
生き物がいなければならない」など、利活用する
ために必要な条件をきちんと把握した上で、検討
していきたいと考えています。 

４ 

浅海域の利活用は漁業にとって
もプラスになる。水産の振興と
市民の利活用が両立する形をつ
くりたい。 
   【秋元委員】【今井委員】 

漁業についても、浅場の再生は漁場の改善にもつ
ながり関係性が深いことから、整備や利活用を検
討するにあたっては、水産の振興についても考慮
しながら、検討していきたいと考えています。 



横須賀市港湾部 

１．第２回研究会での主な意見とその対応（２） 

5 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

２
．
検
討
の
進
め
方
に
つ
い
て 

５ 

大規模な整備をして生き物の生
息場をつくることの一方で、そ
の整備により海面が大きく失わ
れることについて、両方のバラ
ンスをよく考えていかなくては
ならない。    【本多委員】 

浅海域整備は、規模や整備内容によっては、海面
を大きく消失させる開発行為ともなりうることか
ら、委員の皆さまからご意見をいただきながら、
整備場所や整備規模等について検討していきたい
と考えています。 
 

６ 

アマモ場が海水浴客の邪魔にな
るなど、利活用をする面で背反
する事態が起きたときに、どの
ように調整していくか検討して
いく必要がある。 【秋元委員】 

整備の結果が利活用の面で相反する事態を引き起
こすなどの不確実性についても、事前に洗い出す
などして対応策を検討しておきたいと考えていま
す。 

３
．
候
補
地
に
つ
い
て 

７ 

久里浜（長瀬）地区前面海域の
岩礁帯を上手く活用できないか。
近くにある国総研との協働で、
環境学習に取り組めると面白い
のではないか。  【古川委員】 

ご意見のような候補地の周辺状況も考慮に入れて
整備場所を検討していきたいと考えています。 
また、整備した浅海域を利活用をしていく際には、
対象地域の住民や事業者等の協力も得ながら進め
られるよう、協力体制についても検討していきた
いと考えています。 

８ 

今ある浅場の近辺を造成するな
ど、先ずは良い条件の場所から
生き物を豊かにしていくことが
基本だと思う。  【 角  委員】 

候補地を検討する上で、ご意見も考慮しながら検
討していきたいと考えています。 



横須賀市港湾部 

１．第２回研究会での主な意見とその対応（３） 

6 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

３
．
候
補
地
に
つ
い
て 

９ 

生き物の生息場所を増やす観点
から、追浜地区リサイクルプラ
ザアイクル前面海域も考えられ
るが、市民に対する事業効果と
いう意味で適当かどうかを皆さ
んと考えたい。  【本多委員】 

海域環境の改善だけでなく、そこに利活用が伴う
ことが、研究会が目指す有効な保全・再生事業と
考えていますので、市民に対する事業効果につい
ても考慮しながら、候補地を選定していきたいと
考えています。 

10 

長浦地区の田浦中学校の前面海
域には浅場があり、良い海域環
境である。水域も狭く、商業利
用との兼ね合いは難しいが、長
浦湾全体でみると候補地はある
のではないか。  【古川委員】 

候補地の緑地護岸前面海域からも近く、同じ特性
として、田浦中学校前面海域を含めた形で検討し
ていきたいと考えています。 
 

11 

底質が良くない北部海域にあり、
海に近づけるパブリックアクセ
スレベルⅡの「深浦地区」を候
補地として評価してはどうか。 
         【秋元委員】 

新たに候補地としてご意見をいただいた深浦地区
と猿島についても、本資料及び資料２のとおり、
特性の整理を行いました。 
 
これら２つの候補地も含めた形で、委員の皆さま
からご意見をいただき、候補地を絞り込んでいき
たいと考えています。 
 
 

12 

もともと漁業権の小さい区域が
さらに狭められる場所など、漁
業者が協力できない場所がある。
その点を考慮すると、候補地と
して猿島や走水が良いのではな
いか。      【斎藤委員】 



横須賀市港湾部 

２． 各候補地の主な特性について 

１． 第２回研究会での主な意見とその対応 

３． 候補地の絞り込みについて 

7 



横須賀市港湾部 

追浜地区リサイクルプラザ 
アイクル前面海域 

２-１ 各候補地の位置  

8 

深浦地区前面海域 

長浦地区緑地護岸前面海域 

本港地区ヴェルニー公園前面海域 

新港地区 
猿島周辺海域 

平成地区うみかぜ公園前面海域 走水（伊勢町）地区 
前面海域 

浦賀地区住重護岸前面海域 

久里浜（長瀬）地区前面海域 



横須賀市港湾部 

２-２ 各候補地の社会特性（１） 

9 

（１）追浜地区リサイクルプラザ アイクル前面海域 

リサイクルプラザ アイクル 
（駐車場完備） 

追浜駅 

おっぱままつり会場 

（追浜銀座通り商店街） 

Ｙフェスタ追浜 会場
（日産グラウンド・アイ
クル駐車場） 

市域最大の工場地帯 

市民団体による
アマモ移植 

追浜浄化センター（とんぼの王国） 

対象海域 

区画漁業権（わかめ、こんぶ） 

 ※その他、護岸前面等でナマコ漁
を実施 

追浜運動公園 

夏島都市緑地
ドッグラン広場 

・前面が区画漁業権区域 

・候補地付近には環境施設が立地 

・市民団体が環境活動を実施 

アクセス：候補地まで徒歩24分、 
バス停から徒歩5分、駐車場あり 



横須賀市港湾部 

２-２ 各候補地の社会特性（２） 

10 

（２）深浦地区前面海域 

追浜駅 

対象海域 

市域最大の工場地帯 

市立深浦ボートパーク 

（駐車場完備） 

東部漁協田浦出張所  物揚場 

工場・倉庫 

・観光資源に乏しい地区 

・湾奥に物揚場があり漁船等が航行 

 するため水域が狭い 

アクセス：候補地まで徒歩23分、 
バス停から徒歩3分、駐車場あり 

住宅地 



横須賀市港湾部 

２-２ 各候補地の社会特性（３） 

11 

（３）長浦地区緑地護岸前面海域 

対象海域 

田浦駅 

京急田浦駅 

海上自衛隊施設 市立田浦中学校 

泊地 

泊地 

旧軍施設の倉庫群 

工場・倉庫 

港湾緑地計画あり 

・住民から緑地整備の要望がある 

・自衛隊の艦船が望める場所 

・自衛隊等が泊地等で使用するため 

 水域が狭い 

・公共的な港湾機能の確保が求めら 

 れる地区 

アクセス：候補地まで徒歩8分
（京急田浦駅利用の場合） 

公共埠頭を防衛
省に移管予定
（H25.9） 

・ポンツーン、係船浮標 

・ボートパーク 
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２-２ 各候補地の社会特性（４） 

12 

（４）本港地区ヴェルニー公園前面海域 

対象海域 

横須賀駅 

汐入駅 

米軍施設 

海上自衛隊施設 

商業施設、芸術
劇場、ホテル 

（駐車場完備） 

軍港めぐり発着所 

米軍提供水域 

・横須賀らしい景観が臨め、「軍港 

 めぐり」など新たな観光スポット 

・米軍提供水域に隣接し艦船等が航 

 泊するため水域が狭い 

ヴェルニー公園 

（駐車場完備） 

アクセス：候補地まで徒歩2分 
（JR横須賀駅利用の場合）、駐車
場あり 



横須賀市港湾部 

２-２ 各候補地の社会特性（５） 

13 

（５）新港地区猿島周辺海域 

対象海域 

横須賀中央駅 

区画漁業権（わかめ） 

区画漁業権（わかめ、こんぶ） 

猿島航路 発着所 

中心市街地 

（駐車場あり） 

猿島航路 

発着所 

※その他、たこつぼ漁業、潜水器漁業、
ナマコ漁を実施 

・エコミュージアムとして整備 

・専門ガイド協会がエコツアーを実施 

・海水浴が楽しめる 

・船で渡るため天候に左右される 

・冬季は土日のみの運航 

・夜間の利用（宿泊等）ができない 

アクセス：候補地まで23分（発着所まで
徒歩13分、船10分）、駐車場あり 



横須賀市港湾部 

２-２ 各候補地の社会特性（６） 

14 

（６）平成地区うみかぜ公園前面海域 

対象海域 

県立大学駅 

区画漁業権 

（わかめ、こんぶ） 
区画漁業権 

（のり、わかめ、こんぶ） 

商業施設（駐車
場完備）、大学、
マンション群 

うみかぜ公園
（駐車場完備） ※その他、たこつぼ漁業、潜水器漁業、

一本釣り漁業、ナマコ漁を実施 

・背後のうみかぜ公園は近隣住民や買い 

 物客などの憩いの場 

・海底勾配が急で水深が深い 

アクセス：候補地まで徒歩12分、
駐車場あり 



横須賀市港湾部 

２-２ 各候補地の社会特性（７） 

15 

（７）走水（伊勢町）地区前面海域 

対象海域 

馬堀海岸駅 

区画漁業権（のり、わかめ、こんぶ） 

区画漁業権（のり） 

区画漁業権（わかめ、こんぶ） 

泊地 

漁村の町並み、道路沿
いに釣り船や貸しボート
店が並ぶ 

横須賀美術館 

※その他、ナマコ漁を実施 

走水水源地 

（駐車場完備） 

・前面が区画漁業権区域 

・市民団体や市が環境活動を実施 

・海水浴や潮干狩りが楽しめる 

アクセス：候補地まで徒歩25分、
バス停から徒歩2分、駐車場あり 



横須賀市港湾部 

２-２ 各候補地の社会特性（８） 

16 

（８）浦賀地区住重護岸前面海域 

対象海域 

浦賀駅 

区画漁業権（わかめ、こんぶ） 

泊地 

泊地 

浦賀ドック跡地 

※その他、ナマコ漁を実施 

民間事業者開発予定地 

燈明堂（駐車場完備） 

・背後地の民間事業者による開発が 

 不透明 

・前面が区画漁業権区域 

・道路が狭くアクセスが良くない 

アクセス：候補地まで徒歩38分、
バス停から徒歩5分、駐車場あり 



横須賀市港湾部 

２-２ 各候補地の社会特性（９） 

17 

（９）久里浜（長瀬）地区前面海域 

対象海域 

久里浜駅 

京急久里浜駅 

区画漁業権 

（わかめ、こんぶ） 

泊地 

泊地 ※その他、ナマコ漁、たこつぼ漁業
を実施 

東京湾フェリー発着所 

国土技術政策総合研究所、
港湾空港技術研究所 港湾緑地計画あり 

・平作川河口部の海岸と磯場は 

 憩いの場となっている 

・付近には港湾関連の研究機関 

 が立地 

・港湾緑地計画あり 

・港内であるが比較的広い空間を 

 確保できる 

海岸・磯場 

アクセス：候補地まで徒歩20分 
（京急久里浜利用の場合）、バス
停から徒歩1分 

市街地 

住宅地 
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アイクル 

うみかぜ
公園 

長浦 

ヴェルニー 

公園 

深浦 

走水 

久里浜 

猿島 

浦賀 

２-３ 各候補地の環境特性 

18 

  ≪底生生物・アマモ・アサリの生息状況≫ 

種類数 

個体数 

【ヴェルニー公園】 

多様度指数 0.10程度 

4.5 

42 

種類数 

個体数 

【猿島】 

多様度指数 0.85程度 

24 

85.5 

種類数 

個体数 

【うみかぜ公園】 

多様度指数 0.85程度 

13.5 

44 

種類数 

個体数 

【走水】 

多様度指数 0.90程度 

28 

196.5 

種類数 

個体数 

【浦賀】 

多様度指数 0.90程度 

17.5 

45.5 

種類数 

個体数 

【久里浜】 

多様度指数 0.90程度 

21.5 

57 

アマモ移植に成功 

アマモ生育条件を満たす 

天然のアマモ場 

天然のアマモ場 

潮干狩りを実施 

漁業者がアサリを採取 

※個体数・種類数は夏季と冬季の平均値 

※アマモの生息、移殖地： 

※Simpsonの多様度指数 

 

 
 

 Pi:種iの個体数が群集の全個体数に占める割合  

   （種iの個体数/全種の総個体数） 
 S:群集に含まれる種の数 

 




S

Pi
1i

2-多様度指数＝１

※アサリの生息地： 

8.5 

58 

多様度指数 0.40程度 

【深浦】 

種類数 

個体数 

アサリの生息が 

認められる 

種類数 

個体数 

【アイクル】 

多様度指数 0.85程度 

23 

152.5 

【長浦】 

多様度指数 0.70程度 

8 

59 

種類数 

個体数 
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アイクル 

うみかぜ
公園 

長浦 

ヴェルニー 

公園 

深浦 

走水 

久里浜 

猿島 

浦賀 

２-４ 各候補地の自然特性 

19 

≪波浪・越波侵食状況≫ 
【アイクル】 波浪 2m程度 
 ・防波施設の必要性が高い  

【深浦】 波浪 0.5m以下 

【長浦】 波浪 0.5m以下 

【ヴェルニー公園】 波浪 1m程度 
 ・風の吹き寄せによりゴミの吹き  
  だまりとなっている  

【猿島】 波浪 2m程度 
 ・防波施設の必要性が高い 
 ・多様な波浪条件のため砂の移動  
   形態が複雑 

【うみかぜ公園】 波浪 2m程度 
 ・防波施設の必要性が高い 
 ・海底勾配が急で、前面海域が深い 【走水】 波浪 3m程度（消波施設前面） 

 ・防波施設の必要性が高い 
 ・区間西側の海岸侵食 

【浦賀】 波浪 2m程度 
 ・防波施設の必要性が高い 
 ・護岸の越波 

【久里浜】 波浪 1.5m程度 
 ・防波施設の必要性が高い 
 ・道路への越波 

※波浪は30年確率波 
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２． 各候補地の主な特性について 

１． 第２回研究会での主な意見とその対応 

３． 候補地の絞り込みについて 
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３-１ 絞り込みの観点について（１） 
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（１）絞り込みの観点 

第２回研究会で示した利活用方法の例  

①
憩
い
の
場   

 

②
イ
ベ
ン
ト 

 

③
環
境
教
育
・
環
境
学
習   

 

⑤
潮
干
狩
り   

 

⑥
磯
遊
び   

 

⑦
釣
り   

 

④
海
水
浴   

 

⑨
防
災 

 
⑩
レ
ス
ト
ラ
ン
等   

 

⑧
伝
統
的
風
習   

 

⑪
客
船
バ
ー
ス
等   

●利活用及び各特性から候補地を絞り込み 

海辺に関するイベントの開催や環境教育・環境学習としての活用を図り、観光客も含

めた交流人口増加や、美化活動など、ふれあいの場の創出を推進することとします。 

「よこすか海辺環境保全・再生プロジェクト」 

●参考：横須賀市環境基本計画（2011～2021） 

浅海域自体を使用した利活用 付帯的な利活用 

⇒ 候補地絞り込みに際して重要視 ⇒ 候補地絞り込み後の整備方法 
  検討時等に検討していく 

重要視した利活用が概ね含まれる 
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３-１ 絞り込みの観点について（２） 
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（２）絞り込みの観点と必要条件となる特性 

◎これらの必要条件となる特性の他に、候補地周辺状況や越波・侵食状況
など、候補地を絞り込む上で必要と思われる特性を考慮する 

利活用 絞り込みの観点 評価基準 

①憩いの場 
・周辺の在住（在勤）者の状況 
 などの周辺状況 

○ ：周辺に住宅が多い（潜在的利用者あり） 
△ ：周辺住宅は少ないが、工場・商業施設がある（潜在的利用者あり） 
× ：周辺に住宅や工場・商業施設が少ない（潜在的利用者がいない） 

②イベント 
・海域利用制限（水域確保） 
・背後地の利用状況 

○ ：水域が広い等により大規模なイベントができる 
△ ：水域が確保され、ある程度のイベントが可能である 
× ：水域が狭い等により小規模なイベントに限られる 

③環境教育・ 
 環境学習 

・底生生物の生息状況 
 （周辺に生息する生物状況） 
・アマモの生育状況・生育条件 

○ ：アマモが生育（移殖も含む）している、又は生育条件を達成 
        底生生物の個体数が多く、多様度が高い 
△ ：アマモは生育していないが、底生生物の個体数、多様性が中～大 
× ：アマモも生息せず、底生生物の個体数・多様度も小 

④海水浴 
・海域利用制限（水域確保） 
・水浴場水質判断基準 

○ ：水域が広く、十分な広さを確保できる 
△ ：水域があり、ある程度の広さを確保できる 
× ：水域が狭く、十分な広さを確保できない 

⑤潮干狩り 
・海域利用制限（水域確保） 
・アサリの生息状況・生息条件 

○ ：アサリが生息し、かつ十分な広さを確保できる 
△ ：アサリが生息しない（生育条件も未達成）が、十分な広さを確保できる 
× ：アサリが生息せず（生育条件も未達成）、十分な広さを確保できない 

⑥磯遊び 
・底生生物の生息状況 
（周辺に生息する生物状況） 

○ ：底生生物の個体数が多く、多様度が高い 
△ ：底生生物の個体数、多様性が中～大 
× ：底生生物の個体数・多様度も小 

⑦釣り 水際線に近づくことができ、利用のルールが確立されれば釣り場になりうる 



横須賀市港湾部 

３-２ 各候補地の評価について（１） 
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利活用への適合 

考慮すべき特性 
（赤字はプラス要因、 
青字はマイナス要因） 

総
合
評
価 

憩
い
の
場 

イ
ベ
ン
ト 

環
境
教
育 

環
境
学
習 

海
水
浴 

潮
干
狩
り 

磯
遊
び 

釣
り 

 （１） 
 追浜地区リサイクル 
 プラザアイクル前面海域 

△ ○ ○ ○ △ ○ ○ 
・付近の環境施設と連携した環境教育・環境 
 学習が期待できる 

○ 

 （２） 
 深浦地区前面海域 

○ 
 
× 

 
× × △ × ○ ・環境改善が実現すれば、環境教育・環境学

習や磯遊びの場になりうる 
× 

 （３） 
 長浦地区 
 緑地護岸前面海域 

○ △ × × × × ○ ・環境改善が実現すれば、環境教育・環境学
習や磯遊びの場になりうる 

× 

 （４） 
 本港地区ヴェルニー 
 公園前面海域 

△ ○ × × × × ○ 
・環境改善が実現すれば、環境教育・環境学
習や磯遊びの場になりうる 
・ゴミの漂着が懸念される 

× 

 （５） 
 新港地区 
 猿島周辺海域 

× △ ○ ○ ○ ○ ○ 
・天候・時間帯により利活用が制限される 
・砂浜の維持管理が困難 

△ 
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３-２ 各候補地の評価について（２） 
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利活用への適合 

考慮すべき特性 
（赤字はプラス要因、 
青字はマイナス要因） 

総
合
評
価 

憩
い
の
場 

イ
ベ
ン
ト 

環
境
教
育 

環
境
学
習 

海
水
浴 

潮
干
狩
り 

磯
遊
び 

釣
り 

 （６） 
 平成地区 
 うみかぜ公園前面海域 

○ ○ △ ○ △ △ ○ 
・急深な地形であるため、広い空間を要する
利活用を行うための施設整備には事業費
が大きくなり、実現性に乏しい 

△ 

 （７） 
 走水（伊勢町）地区 
 前面海域 

△ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
・漁村を活かした漁業振興が期待できる 
・侵食対策になる 

○ 

 （８） 
 浦賀地区 
 住重護岸前面海域 

× ○ △ ○ △ △ ○ 
・候補地中最もアクセスが悪い 
・背後地の開発状況が不透明 

△ 

 （９） 
 久里浜（長瀬）地区 
 前面海域 

○ ○ ○ △ △ ○ ○ 
・付近の研究機関と連携した環境教育・環境 
 学習が期待できる 
・越波対策になる 

○ 
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３-３ 候補地の絞り込み結果 
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追浜地区リサイクルプラザ アイクル前面海域 

走水（伊勢町）地区前面海域 

久里浜（長瀬）地区前面海域 
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３-４ 今後の検討事項について 
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（１）整備方法の検討 

（２）財源の検討 

（３）モデル的・先行的事業の検討 

（４）検討会に向けた調査項目の抽出 

・工法の特徴と候補地への適合性の整理（長所・短所、効果、 
 経済性、問題点） 

・国土交通省及び他府省庁の補助制度についての整理 

・実際の事業に向けた各種調査項目の抽出 

・住民の参加意識を高めるためのソフト的な取組みについての検討 

・事務局による先進事例の視察 

・実際の整備方法に則した小規模な整備についての検討 
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３-５ ご意見をいただきたい点 
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